
POINT1  全部読もうとしない  

POINT2  逆三角形のルールを意識する  

POINT3  記事を先読み、次の展開を意識する  

必要なところを必要なだけ読

みこなすには、「逆三角形の

ルール」を意識しましょう。そ

の記事が読者に本当に伝え

なければいけない大事なこと

は、見出しとリードの中に全て

書かれています。 
 

日経の朝刊は新書2冊分の文字量。毎日忙しい皆さんにはこれだけ

の量に全てを目を通す余裕はありませんよね。新聞を読むことを負

担にしないためにも「がんばりすぎない」が重要です。 

想像力を働かせて、「記事の先読み」をしてみましょう。「記事の先読み」とはどう

いう意味でしょう？それは、毎日記事を読む際に、自分の中で経済ドラマを組み

立てて、次の展開を予想していくことです。「自分の生活にどう関わってくるか？」

まで考えてみると、もっと日経を読みこなせるようになります。 

より重要な情報は 

記事の冒頭に 

本文（後半） 

見出し（大きな文字） 

リード文（前文） 

本文（前半） 

重 要 度 

ＨＯＷ  ＴＯ  ＲＥＡＤ 日経ってどうやって読めばいいの？という方のための読み方のコツ  

ご購読お申込みの方はコチラ 

お試し終了後、ご購読される方は

コチラからお申込みください。 

お試しお申込みの方はコチラ 

はじめての方、まずは１週間無料

お試しから“ＴRY！日経” 


